
青柳中学校 学校経営方針

令和５年度 函館市立青柳中学校グランドデザイン

青柳ネットブロック ＜あさひ小・青柳小・弥生小＞

〖目指す子ども像〗「自ら進んで学び 豊かな人間性溢れる たくましい子ども」

〇「生きる力」の育成

〇その先の道を切り拓く北海道人

〇自他のよさを活かし、意欲的に

学び、社会を生き抜く力を育む

「創り出す」「身に付ける」「つなげる」

〇全ての子どもに寄り添う学校教育

〇教育環境の充実

生徒の実態
○全般的に素直で明るいが、精神的なたくましさ

や、自ら進んで行動する姿勢が弱く、受動的であ

る。

○基本的生活習慣の定着が不十分なことや自己確

立の未熟さから思いやりや自制心に欠けやすい傾

向もみられる。

○学習に対する意欲は高いが、家庭学習の定着に

課題があり、学力が十分でない生徒も見られる。

○中学校区内の３小学校の児童が通学することか

ら、小学校と連携した学習習慣の定着をしっかり

と身に付けていく必要がある。



案

函館市立青柳中学校の教育改革 2023

新しい時代に必要となる
資質・能力の育成

〇授業改善：教師が「何を教えるか」⇒
生徒が「何ができるようになるか」
※主体的・対話的で深い学びの実現

〇評価・評定の改善：新指導要領に基づく
評価と評定、「指導と評価の一体化」へ

〇学習活動：ＩＣＴの活用（学習用端末機の
効果的活用

〇言語活動・体験活動の充実
〇道徳教育：「考え・議論する道徳」の実践
〇学習内容の定着化：定期テスト４回＋α
〇主体的な学習習慣の確立：家庭学習の習慣

化⇒学習例の提示
〇読書環境の改善充実：図書館司書と連携
した開放

生徒主体の活動の充実
生徒が学校づくりに参加し、主体的に行事

や部活動に参画
〇体育祭・文化祭：生徒による企画立案

〇専門委員会：活動内容の企画立案から

スタート

〇部活動：生徒の自主的・自発的な参加、運動や

文化に親しむ（週２回年間110日以上の休養日、

平日２時間・休日３時間の活動）、地域との連携

〇きまりの考察：自主的に守りながら、主体的な

態度で見直し、工夫する活動の機会

生徒と向き合う時間の確保
業務改善を一層進め、教育効果を高める
取組へのチャレンジ
〇家庭訪問・懇談：家庭訪問→懇談
〇通知表：年１回の所見等
〇放課後学習：長期休業を含む取組の推進
〇青柳ルーム：不登校生徒等への対応

本校のリソース・教育改革を進める背景

学習指導要領の趣旨を
踏まえた確実な実施

生徒一人一人の良さや
可能性が育つ教育環境

チーム青柳中を目指す
協働できる教職員集団

青柳中学校区がもつ地
域の強み（青柳ネット）

青柳中学校の
特色ある教育活動

学校における
働き方改革


